
                                                                                                                                          

 

 
 
  

 

令和７年1０月に発生した台風２２号および２３号では、都内

島嶼部の７町村に災害救助法が適用されました。暴風雨に見舞

われた八丈町・青ヶ島村では屋根が飛んだり、外壁が壊れるな

どの建物被害が発生し、八丈町の末吉地区では大雨による土石

流災害も起きました。また、土砂により多くの水源が被害を受

けた八丈島では、広範囲での断水が長く続きました。 

 

被害に遭われた皆さまに謹んでお見舞い

申し上げます。 

 

この災害に対して、本会では、以下の通

り取り組みました。  
 
 
 
 

１ 八丈町社協への支援・災害ボランティア活動による被災者支援 

 

１０月１５日、八丈町社会福祉協議会において、災害ボランティアセンターの機能を

持つ『八丈島ささえあいセンター「あすなろ」』が開設されました。島民を中心とした

ささえあい活動を推進し、要配慮者への給水支援などの活動から開始しました。 

 

東社協では、東京都と「東京都災害ボランティアセンター」を設置し、都内区市町村社

協の協力の下、八丈町社協への職員派遣を行い、ボランティアのコーディネート業務など

『八丈島ささえあいセンター「あすなろ」』の運営支援を実施しました。 

 

 

１０月8日 島嶼ブロックの社協に、早期避難の注意情報および災害時の情報入力依頼を送付。 

10月９日 島嶼ブロックの社協に被害状況等の聞き取り。八丈町社協より今後の取組みの相談を受ける。 

10月10日 八丈町社協とのオンライン会議を実施（TVAC・地域福祉担当・企画担当・民生児童委員部） 

10月14日 
～１６日 

八丈島に先遣隊を派遣（TVAC職員２名）。CS-tokyo職員１名が同行。 
サイボウズ社からも職員派遣があり、災害VC開設に向け、IT関係の支援を受ける。 

＜先遣隊の活動内容＞  

 避難所等の視察・島内の被害状況の把握 
 八丈町社協との災害VC立ち上げに向けた協議 
 八丈町社協の声掛けで実施された「福祉関係者連絡会」への出席 
 八丈町役場福祉健康課との意見交換、八丈町災害対策本部会議への出席 
 東京都（生活文化局都民生活部・総務局総合防災部）とのオンラインによる情報共有 

                                      他 

令和７年台風２２号・２３号に対する 

東京都社会福祉協議会における支援活動 
― 令和８年３月１日現在 ― 

 
 八丈島 

末吉 



10月15日～ 

八丈町社協が『八丈島ささえあいセンター「あすなろ」』を15日に設置。 

16日より島内を中心に災害ボランティアの登録を開始。 
19日より、給水の受け取りが難しい高齢者宅などへの給水ボランティアの活動を開始。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ボランティアの活動内容】 

 家屋・庭木の片付けや転居の支援 

 サロン活動（2次避難所の他、これまで島内各

地区の商店や公共施設で順次開催） 

 センターからのお知らせやボランティアの声を

紹介した情報誌「あすなろ」の配布  など 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 特設サイト  
 https://www.8jo-saigai.com/ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 Facebook 
https://www.facebook.com/8jo.saigai/ 
 
 
 
 
 

 

10月15日 

東京都およびTVACにおいて「東京都災害ボランティアセンター」を設置。 
 

 特設サイト https://saigaivc.tokyo/ 
 
 
 

10月17日 

八丈町社協への社協職員の応援派遣の実施を決定。区市町村社協への協力依頼を送付。 

＜派遣概要＞ 
 １クール：区市町村社協２名および東社協１名の計３名体制。 
 第１クールを10/22（水）～10/26（日）とし、以降、水～日曜日を１クールとし

て、当面11月末までの計６クール。 

10月22日 
～26日 

第１クール：八王子市社協・大島社協・東社協から各１名を派遣。 

10月２９日 
～11月２日 

第２クール：福生市社協・三宅島社協・東社協から各１名を派遣。 

11月5日 
～9日 

第３クール：町田市社協・利島村社協・東社協から各１名を派遣。 

← 被災当初、町が設置した生活用水（トイレ用等）の

受取場所。住民が自分でポリタンク等を持参して

給水を行うことが想定されており、センター設置当

初は、中心的な活動は“給水ボランティア”の活動

であった。（写真：八丈町公式サイトより） 

  

【写真：サロンの様子】 

https://www.8jo-saigai.com/
https://www.facebook.com/8jo.saigai/
https://saigaivc.tokyo/


11月12日 
～16日 

第４クール：練馬区社協・神津島村社協・東社協から各１名を派遣。 

11月12日 
八丈町社協への社協職員の応援派遣を１２月も継続して実施することを決定。区市町村社協へ
の協力依頼を送付（第７～９クール分／派遣概要はこれまでと同様） 

11月19日 
～23日 

第５クール：日の出町社協・御蔵島社協・東社協から各１名を派遣。 

11月26日 
～30日 

第６クール：武蔵野市民社協・新島村社協・東社協から各１名を派遣。 

12月３日 
～７日 

第７クール：足立区社協・多摩市社協・日の出町社協から各１名を派遣。 

12月５日 

八丈町社協への社協職員の応援派遣を２月中旬までを目途として、継続実施することを決定

し、区市町村社協への協力依頼を送付（第10～15クール分／派遣概要はこれまでと同様） 

発災直後の対応から、島民による自主的な交流や支え合いへの移行を視野に、サロン活動等を

軸とした被災者への寄り添い支援活動のサポートを行う。 

12月10日 
～14日 

第８クール：中央区社協・稲城市社協・東社協から各１名を派遣。 

12月17日 
～21日 

第９クール：千代田区社協・江東区社協・東社協から各１名を派遣。 

12月25日 
～28日 

通常の派遣クールとは別に、年末の対応にかかる派遣を実施。 
御蔵島村社協・東社協から各１名を派遣。 

R８年１月７日 
～１１日 

第１０クール：台東区社協・東村山市社協・東社協から各１名を派遣。 

１月１４日 
～１８日 

第１１クール：世田谷区社協・板橋区社協・東社協から各１名を派遣。 

１月２１日 
～２５日 

第１２クール：新宿区社協・三鷹市社協・東社協から各１名を派遣。 

１月２８日 
～２月１日 

第１３クール：府中市社協・調布市社協・東社協から各１名を派遣。 

２月４日 
～８日 

第１４クール：八王子市社協・多摩市社協・東社協から各１名を派遣。 

２月１１日 
～１５日 

第１５クール：羽村市社協・西東京市社協・東社協から各１名を派遣。 
本クールをもって、全１５クール・延べ４７名の職員派遣を終了。 

２月２８日 東京都およびTVACにおいて設置した「東京都災害ボランティアセンター」を閉鎖。 

 

２ 被災地域の福祉施設への支援～施設部会における取組み 

 

10月９日～ 
島嶼部の会員施設（24施設）に「被害状況把握システム」への入力を依頼。 

「第二八丈老人ホーム」から床上浸水や建物被害等についての報告を受ける。 

10月14日 
東京都高齢者施設協議会にて、被害の発生した「第二八丈老人ホーム」に応援派遣に関する意

向を確認（現時点での応援派遣は見送りとなる）。 

 

  



３ 被災地域への福祉専門職の派遣～東京都災害福祉広域支援ネットワークにおける取組み 

 

10月22日 
八丈町への現地調査班の派遣を決定（東京DWATチーム員１名・東京都および東社協職員各

１名）。 

10月24日 

～25日 
現地調査班による現地調査を実施。 

11月６日 

八丈町からの要請を受け、東京ＤＷＡＴの派遣を決定。登録員への派遣調整を開始。 

 派遣期間：11月17日（月）～11月29日（土）の計4クール 

 派遣人数：1クール4～6名程度 

 活動内容：訪問調査によるアセスメントの実施（ニーズ把握） 

支援体制づくりの検討サポート など 

 活動拠点：八丈町福祉保健センター内 

11月17日 

～20日 

第１クールを派遣（５名＋事務局１名）。 

福祉部職員・CS-tokyo職員各１名が同行。 

11/17～19：サイボウズ社からの職員派

遣による IT関係の支援を受ける。 

 

 

11月20日 

～23日 

第２クールを派遣（５名） 

11/21：八丈支庁民生児童委員協議会の定例会にＤＷＡＴ・事務局職員同席。 

11月23日 

～26日 
第３クールを派遣（４名） 

11月26日 

～29日 

第４クールを派遣（５名） 

 計13日間・延べ19名の派遣をもって活動を終了。 

 全４クールでの訪問調査件数（訪問世帯数）は２４９件で、総訪問件数は延べ２９６件 

 最終日には、八丈町や福祉関係者による「関係者ミーティング」にて、ケースの引継ぎや

派遣に伴う振り返り等を実施。 

R8年１月９日 

「台風 22 号・23 号に伴う八丈町におけるＤＷＡＴ活動報告会」を開催。 

 主催／東京都災害福祉広域支援ネットワーク 

 対象／東京ＤＷＡＴチーム員、東京都災害福祉広域支援ネットワーク参加団体 （東社協

施設部会、都内福祉系職能団体）関係者、都内行政職員等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真：夕礼の様子】 

ＤＷＡＴの他、役場・保健所・社協も出席。 



 

４ 被災地域の民生児童委員協議会への支援～東京都民生児童委員連合会における取組み 

 

10月10日 
八丈島民児協および八丈支庁民生児童委員担当者に被害状況について聞き取り。民生児童委員

が被災された場合や民児協への支援策について情報提供を実施。 

11月5日 

東京都民生児童委員連合会 正副会長会及び常務委員会にて八丈支庁民生児童委員協議会に対

する１０万円の見舞金の贈呈を決定。11月7日の常任協議員会（各区市郡支庁民児協代表会

長の定例会議）にて贈呈。 

11月21日 

～22日 

八丈支庁民生児童委員協議会の定例会へ民生児童委員部職員１名を派遣。民生児童委員の被災

状況および活動状況の把握の他、ＤＷＡＴとの連携支援に向け、要支援者の情報交換や同行等

の協力依頼を実施。また、定例会終了後には、民生児童委員へのアンケートも実施。 

 
 
 

５ 義援金や被災者支援活動を支える支援金の募集 

 

10月15日～ 

東京都災害ボランティアセンターでは、TVACとCS-

Tokyoとの協働で、八丈島被災者支援のための都内一斉街

頭募金活動について、区市町村社協をはじめとするボラン

ティア・市民活動推進団体に実施を呼びかけ。 

 

＜実施実績＞ ２９団体・３２回 

10月2７日 

～11月30日 

東社協内および入居ビル内に 

八丈島被災者支援のための募金箱を設置。 

 

 「令和７年台風第22号・23号義援金（送金先：東京都共同募金会）」 

→ 飯田橋セントラルプラザ1階、東社協第一事務室の２か所 

→ 12月９日付送金額：8,237円 

 

 八丈島ささえあいセンター「あすなろ」の支援金（送金先：八丈町社協） 

→ 上記2か所の他、TVAC窓口、東京DWAT登録研修会 

→ １２月９日付送金額：36,473円 

11月30日～ 

令和８年２月

21日 

八丈島ささえあいセンター「あすなろ」の支援金募集のための募金箱の設置 

→ 飯田橋セントラルプラザ１階、東社協第一事務室、TVAC窓口の３か所 

→ １月19日 および ２月27日付送金額：合計78,215円 

 


